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民 族 学 研 究 の た め の カ ラ ー 画 像 蓄 積 ・検 索 シ ス テ ム

黒川　雅人佐藤真知子井岡　幹博洪　政国

日本アイ・ビー・エム株式会祉　東京基礎研究所

山本　泰則久保　正敏杉田　繁治

国立民族学博物館

民族学研究を支援するカラー画像データベースを実現するために必要な要件を明確にしようとしている。このための

第一歩として,民 族学研究者が研究資料,主 として標本資料を画像データとして活用するための画像データベースの

基本的要件を標本資料の意味,対 象となるデータ,画 像データベースの利用者と利用法における特徴等にっいて検討

し,最 初の試みとして現在構築中のプロトタイプの概念と機能,及 び今後の展開にっいて紹介した。プロトタイブを

構築する上で考慮した課題は,大 容量画像・属性データの管理 ・利用法の実現とユーザ ・データベース・インターフ

ェイスの実現である。現在のプロトタイブ(VM/MS-DOS)で は,属 性に対する照会処理と縮小カタログ ・カ

ラー画像の多層表示の組合せによる検索を実現した。
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1.は じめ に

　　 民族学(文 化人類学)に おいては,世 界の諸民族の文化的特色を明かにするため,標 本資料,映 像音響,文 献図

書資料等が使われ実証的,比 較的に研究がおこなわれる。この内,標 本資料とは世界各地の諸民族が使用し,あ るい

は使用していた 『もの』,っ まり農業 。狩猟 ・漁労などの生産に関する用具類,衣 。食 ・住などの生活に関する用具

類,紡 織製品をはじめとしたものの製作技術に関する用具類,お よび冠婚葬祭に関するざまざまな用具類をいう。【1]

一方.民 族学研究においては,物 理的対象物(も の)と 人間の社会的行動(文 化)と の間には密接な関連があるとい

う立場をとる 『物質文化』[2】,あ る課題にっいて多くの地域 。民族事例をとりあげる 『通文化的方法』[3]と いう基

本的な考え方 ・研究方法があり,「 もの』としての標本資料が研究に供される。この際,標本は民族学的見地から意

味が付与ざれているものとみなされる。っまり,個々の標本は.誰もが使うもののインス知スとして,文化的意味をもっもの

として取り扱われ,実世界の認識に使われる。

　　標本資料の種類と数量の増加には際限がなく,用 途が多様であるため,コン臣一タによる管理と民族学研究のための

活用が期待される。特に,民 族学研究の特徴,即 ち研究者の専門的知識を前提に創造的活動が行なわれるために視覚

能力の活用が必要であること,各 種研究資料,特 に標本資料は"も の"と して一般的に利用されること等から,画 像

デー4としての利用と画像デー気一スの構築が重要視されている。そして一方では,コンピェータ技術,画 像処理,as一姐一ス管理システ

ムの発展のために拡大されてきたコkx-t応 用分野として画像デー蝋一スがあり,コンピュータの利用層も理工系から文化系へ拡

大しっっあり,一 層の研究発展が大きく期待されている。[4、5]

　　 しかしながら,コン巳一タ利用層の拡大や画像データベース研究の歴史が浅いため,ま た民族学研究の特殊性のために,画

像データの有効利用と画像データベースの実現のためには解決すべき課題が多い。著者らは,共 同研究 「民族学情報有効利用

のためのコンピュータ応用手法にっいての基礎研究」として,民 族学研究のための画像デー気一スに関する基礎的,応 用的研究

を行なっている。【6.7,8,9]具 体的には,国立民族学博物館(民 博)所有の原チータを対象に,民族学研究者の要求を基礎

として力汐fフ構築を行ない,必要な要件を明確にしようとしている。本報告では,民 族学研究音が研究資料を画像データ

として活用するための画像データベースの基本的要件を検討し,最 初の試みとして現在構築中の力卜舛フにっいてその概念と

機能,及び今後の展開にっいて紹介する。

2.標 本資料の情報

　 　 標本 の種 類 は,釣 針 の よ うな小 さいも のか ら寡 屋 の よ うな 大 きい もの まで,石 製 の もの,皮 製 のも の,単 調な 形

態,極 めて精 巧 な細 工が 施 され て い るもの,素 朴 な天然 の色 あい をも っ もの,一 目で な ん らか の意 図が 感 じ られ る人

工 色で塗 り潰 され た もの まで 様 々で あ る。 ま た,収 集 地は 世界 全域 に わた り,多 様 な 地域,民 族 で 使わ れ るか あ るい

は使 わ れて い たもの で あ る。基 本 的 には,こ れ ら標 本は 主 と して現 地 で民 族学 者 の フィールド・ワーケを通 して,文 化 的意味

をもっ 概念 として の標 本集 合 か らインスタンスと して収 集 され た具 体例 で あ る。例 えば,"こ こに あ る'加'"に っ いて い

う と3"こ の 加゚'は 「御 陣搾 の あ妙 族 の女性 が 収穫 に 用 いる'加'」 の'加'"で,固 有 の文化 的意 味,人 間 の社

会 的行 動が説 明づ け られ,他 の'力 士 と識別 され,文 化 的特 色が 実証 的,比 較 的に究 明 され る。 これ らの性 質 や意 味,

説明 づ けを統 一的 に管理 し,標 本 のアイカ 鈎ティを具現 化す るため に属性 項 目別 に基本 的情 報 を記述 す る 「情 報か 肖(1】,

汎 民 族的 ・汎 文 化的 な分 類体 系 を持 っtiRAFコード(Human　 Relations　 Area　Files)[10],及 び標 本の 写 像体 として の指 ジ

効 画 像が あ る。　 (図1)

図1.標 本資料の憎報構造。

3.標 本画 像 デ ータ ベ ース の要 件

　　民族学研究における画像千飼。ス構築の目的は,画 像を中心とした多量かっ多腫類のデータを各研究者が固有の専門

的研究目的のため効率的に管理利用し,創 造的活動を支援することにある。この実現のためには,画 像チータベース構築の

対象となるチータ,利用者そして利用方法の特徴を考察する必要がある。

3-1.デ ー タ

ここで 対象 とな るデータは,民 博所 有 の標 本画 像,標 本情 報カード,お よびNRAFコ ーFである。
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3-1-1.標 本 画像

　　 標 本資 料 は,民 博所 有 の 「標 本画 像 自動処 理 装置 」 で 画 像 化 され る。[1,4】 本 装 置で は,高 岡 波 蛍光 灯 を主 照

明 と して三 台 の 高解 像度arイ労 か 加 うと電 子秤 に よ り平 面,正 面,側 面,鳥 鰍 の 四方 向 か ら画 像化 す る とと もに 非 接触

で計 測 した標 本 の巾,奥 行,高 さの最大 値,璽 量の計測 値 が あ たえ られ る。 画像r-91.t,正 面,側 面,平 而,烏 轍 各

々のモノ知(1024×IO24×8ピ ッF),と 鳥職 のカラー(1024×1024×24ピ ッF)か らな る。 この た め ,各 標 本 画像 は7メfiri　f　Fの データ量

を有 し,本 装 置に よって 寸法 が一 辺 五センチメートル以上,三 辺 が それ ぞれ100セ ンチメー団以 下 の ものが 入力 され る。

3-1-2.標 本情 報 カ ー ド

　 　民 博 では,以 前 よ り標本 の整 理,管 理,検 索の た め収 集の 時点 で 『もの 』に 関 す る基本 的 な情 報 を記 入す る独 自

の標本 情報 か ト・シ好ムをっ くり活用 して い る。[1】 その記 入項 目は次 の 約20碩 目に わ っ たて い る;標 木 番 号.極 本 の種

類,現 地名,標 本 名,原 収集 者 名 ・住所,収 集 年月 日,収 集 地,使 用 地,使 用 民族(〔 〕weコーF).使 用年 代,使 用 者,

用 途 ・使用法,製 作 年代,製 作状 況,製 作 地,製 作 者,製 作法 ・材 料,入 手 状況.変 遷 ・分布,文 献,そ の 他(寸 法,

図,表,添 付 資料,そ の他 文 字情 報)。

図3.「 情 報カ ー ド」 の例 。図2.標 本 画像 デ ー タの例 。

3-1-3.f1RAFコ ー ド

　 　 IIRAFコ ードは,す べ て の 文 化 を 統 一 的 に 分 類 す る シス泓 を 目 的 に 提 案 さ れ た も の で[10],地 域 と民 族 の 分 類 の た め のO

WC(Outline　 of　 World　 Culture)と,主 題(文 化 項 目)分 類 の た め のOCM(Outline　 of　 Material　 Culture)か らな る 。

OWCで は,世 界 を 八 っ の 大 地 域 に 分 類 し,各 地 域 に っ い て26のResional　 Sub-Division,さ ら にSpecific　 Cultoral情

報 に 分 類 し て い て,Cross-Referenceが 指 示 さ れ て い る 。OCMは,文 化 要 因 に は 七 っ の 主 側 面(Patterned　 Activity,

Circumstances,　 Subject,　 Object,　 Means,　 Purposes,　 Results)が 備 わ って い る,と い う論 理 的 仮 説 に 基 づ い て い て,

人 問 の 社 会 的 行 動 を 総 合 的 に 扱 う た め に79個 の 大 項 目(二 桁 の 値),639個 の 小 項 目(三 桁0)値),詳 細 な 項 目(五

桁0)値),さ らにCross-Referenceが 指 示 さ れ て い る 。

3-2.利 用 者

　 　本 共 同研 究 が対象 とす る利 用者 は,直 接的 に は民 博 の民族 学研 究者 で あ り,一 般 的 には 人文 科 学 者で あ り,民 族

学 の専 門寂 で あ り,個 々の研 究者 と しての特 徴 を有 し,DPの 専門 象,も し くは そ の訓練 を十分 に うけ た人 達 では ない 。

この ため,画 像データベースに お いて は利 用内 容 と操 作 が理解 し易 い こ と,機 能 の習 碍 が容 易 で ある こ とが必 須 といえ る。

一 方 ,こ の よ うな"ease-of-use"に 加 え て,民 族 学 分野 の専 門象 が 自己の 研究 活 動 の ため に 使用 す る こ とへ の対 応

として創 造 的活 動 を支 援 す る高度 な機 能 が必 要 であ る。 また,利 用 者は 個別 の研 究 の ため の ツゥールと して 使 うた めに,

共用 と個人用 の 使用環 境 の提 供 と共に 両者 間で 高度 な融 通性 をも っ た相互 切 り換 えが 提 供 され る必要 が あ る等,エ キスパー

ト・シス弘 としての性 質 が期 待 され る 。

3-3.利 用 方 法

　画像チータ亭スは属性値と画像の検索,検 索画像の特徴強調 ・抽出のための画像処理,画 像フフfル作成のための画像編集

等に利用されることが期待される。この内,画 像検索は画像チー妬一ス利用の第一歩であり,民 族学研究に特有な利用方

法が見られる。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＼
　　 民族学研究においては次の三種類の画像検索機能が考えられる。即ち,属 性から画像の検南,画 像から画像の検

索,及 び画像から属性の検索である。属性から画像の検常においては,"も の"と しての標本とその画像としての特

徴に基づき、画像が検索表示されるが.こ こでいう画像とは"も の"と しての標本画像であり.そ の文化的背景として

の背景画C'も の"が 使われている様子など)で ある。画像から画像の検索は,あ る参考画像の一部または全体の特

徴を基に類似検索を行うものと,抽 出検索をおこなうもの,及 び検索表示きれた標本画像からその背景画を連動的に

検索する場合とに分けられる。いずれの場合でも"も の"と しての標本両像と背景画,及 び各研究者のフィ遍ド。ノートに

描かれたスケッチ画が対象と考えられる。検索表示きれた画像から属性を検紫することは,民 族学研究においては重要で

ある。即ち,°'もの"と しての標本とその文化的背景としての背景画はどの研究者にとっても客観的なものであり,

それに基づいて各研究者が固有の研究目的に利用するためには文字 ・数値として表される属性値が必須となるからで

ある。

　　ユーサ・ρタづエィスとしては,民 族学研究者が日頃から馴染んでいるヂータ整理法(例.カ ード)を参考にすることが望まし

い。研究者にとって必要な検索照会処理機能として,共 用と個人用とを提供することが要求Cれ る。っまり,共 用の

ための属性値や検索照会処理方式は利用者に一っの分類基準を強制しているわけであり,そ れが各民族学研究者に満

足されるものではありえない。このため,各 研究者個人の観点に基づく分類キー・ワードの設定や検索照会処理方式を実現

できる環境が,個 人ファイル編集同様,各 利用老に提供される必要がある。

4.画 像デ ータベ ース構 成 とデ ー タ ・モ デ ル

4-1.画 像デ ー タベ ース構 成

　 　 以上 のこ とかか ら,民 族 学 研究 の ため に画 像デー姻一ズを構 築 す るた め には,大 容量 の画 像データの 実用 的 管理 法,多

種 類 券 タの連 動管 理 ・利 用法,検 索 ・編集 処 理 に おけ る共 用 と個 人 用 との高 い融通 性 をも った切 り換 え利 用法,画 像

表 示 に おけ る表示 スクリーシの効 率 的利 用法,シ ステム利用 の容 易 さ等 が 研究,実 用 化 され る ことが必 要 で あ る。 これ らモジュ鴫

相 互 間 の高 い融通 性,各 種 処理 時 間 とヂータ転送 の早 きがユーサと画 像券 タベ構の インターフェイス実 現の ため に は必 須 で ある。 また

ハ畔虹 ア選 択 に あっ たて はメ似 ルームとルソナル・コ泥ユータの併 用 に よるコ泥ユータと画 像デー姻 一ス資 源 の有 効利 用 と,シ ス私 の性 能向

上,及 び 共用 と個 人用 のコンム ータ環 境 の提 供 を図 る こ とが 重要 で あ る。

4-2.デ ー タ ・モ デ ル

　　各標本のア好芳イティーを具現化するものとして,標 本 「情報かド」の属性項目がある。(「2.標 本資料の情報」を参

照)こ の属性十タは,NRAFコードと異なりその意味づけや体系化を行なう必要のあるもρである。これは,標 本にっいて

利用者がどのように見ているか,に 係わるものであり概念対一マを設計する上で基本をなすものである。ここでは,

「情報i1-F'」上の項目に対する民博のエンド・ユーサである民族学研究者の検索時の利用要求をアンケ。ト調査した結果と,検 索

時の検索照会内容に対する聞取調査の繕果を基に7一妊デルにっいて述べる。

　　民族学研究者五名に対して行なったアンケート結果によると,標 本を検索するに当たって 「情報カード」上の全ての項目

が必要であり,そ れらの重要性は鯛々の研究者によって異なる。しかし,検 索照会内容には次のような特徴,っ まり,

検索照会内容は三っのカテ動一から成ること,及 び段階的にその内容はより特殊化されていく。

[最初の設剛

誰が(民 族名)

何の目的に使う

何 を.....?

　 　 [二 回 目の設 問 】

ど この誰 が

何 の 目的 に どの ように 使 う

どの よ うな 何 を...。.?

　　 [三回目の設問]

どこのどのような誰が(社 会的身分)

伺の目的にどのように使う

どのように作られたどのような何を...?

　 　 以上 に 基づ い て,実 体 関連 モiti[lllを用 い て17一タの表現,概 念スキー7を検 討 す る。実 体関 連モ揚 はヂータ問 のマケロな関 連 を

判りやすく表現することと,論 理設計や内部設計等データ亭スで具体的に扱う上で有効である。それ自体が概念として存

在し,他 のものと区別できる 実゚体 ゜をまとめた集合である'実 体集合'と,こ の'実 体集合'問 の関連を表現する

と図3の様になる。また,各 実体集合の持っ共通な実体性質,す なわち属性は表1の通りである。

　　実体集合 「標本」は,人 問の社会的行動,文 化的活動の具現化されたものであり 「製作」,「 場所」.「 用途」

といった実体集合は,人 間のこれら行動や活動を積極的に記述する要素である。また,実 休墨合 「収　 Jは,同 様に

要素ではあるが,文 化的意味づけという観点からみると消極的要素といえる。実体集合 「標本」とこれら他の実体集

合との関連は多対一対応にあり,各 「関連」は各々の実体集合の活動を表現しているものである。即ち.各 々の標本

は必ず対応する一っの製作地,使 用地,原 収集者,用 途や使用法をもっ。

(4)



表1　 標本情報カードに基づく実体集合とその属性

図4・ 実 体関 連 モデ ルに よる標 本 情報 カ ー ドのデ ー タ表現 。

5.標 本画 像デ ー タベ ー ス試験 シ ステ ム(ヴ ァ ージ ョン1)

　 　3-1.に 述べ たデータを対 象に,民 族学 研究 のた めの 画像 弥タ卒スを実 現 す るのに 必 要 な要件 を明 確 にす るた め試験 シス

テムを構築 して い る。 ここ では,そ の基本 的 な考 え方 と脅 一ジョン1の 内容 にっ いて紹 介 す る。

5-1.基 本概 念 一機能

　　 本 共同 研究 にお け る基本 的 な要 求項 目 として考 慮 すべ き事柄 と しては 次 の よ うな ものが あ る;1)民 族 学 情 報の

活用(D標 本画 像 ・愉 報カーF・IIRAFa-F,(2)カ ラー画 像 の活 用,　 (3)大 きな データ鼠(標 本画 像 は14ノ∫点,約17'111{ト を

想 定),　 (4)デ ータは継 続 増 加;2)xン ド・ユ。サは 民 族 学 研究 者(t)個 人 環 境 の提 供,　 (2)研 究 用 ツ沸 と して の提 供,

(3)使 い易 き ・馴 染 み易 さ;3)コ ンピュータ資源 活用 。

　　 これ らを満 足 させ る ため に,本 共 同 研究 に お いて は 次の 項 目 を研究 課 題 と考 えて いる 。即 ち,D大 容量 画 像 ・

属 性データの管 理 ・利 用方 法 の実 現(1)大 容 量記 憶 装 置を統 合 したデータ蓄積 管理 方法,　 (2)画 像 ヂタ圧 縮 方法,　 (3)高

速 転送 法 宣　 2)ユ ーザ・デー蝋 。ス・インターフヱイスの実 現(1)標 本 画 像属 性引 攣・HRAFコーFの統 合管 理 ・利用 法,　 (2)民 族 学 特有

な検 索 方 法,(3)画 像視 認 支援 の ため の画 像 表示 ・編 集 方法,　 (4)高 ・低機 能画 像 表示 端 未 の併 用,　 (5)ヂ ー蝋 一ス

の視覚 化,(6)知 的画 像検 索(画 像内容 検 索)。

　　 試験 シxrl,では,ま ず属 性 値に 対 して検 索照 会 を く りか え して 検索 の 対象 とな る範 囲 を しぼ りこむ 。 その後,し ぼ

り込 まれ た標 本 画像 が候 補 画像 と して"多 層 画像 表 示"さ れ,エ ンド・ユーザに よる 視認 を支 援 す る。 これ は,例 えば 商品

力知グをみ て希望 の 商品 を探 す様 な感 覚 を 与え る こと を意 図 して,原 画 像 を縮 小 した"力 知グ・カラー画 像"を 多様 に 表示 す

るもの で ある。 基本 的概 念 を図 示 す る と図5.の ようで あ る。

5-2.暴 本 構成

　　 　 試 験シス私 は(1)デ ータ作 成入 力,　 (2)検 索 処 理管 理,　 (3)画 像チータ管理 ・表示,　 (4)画 像 記憶 装 置アクセスの4っ

のサブ・システムか らな る。　 (図6)デ ータ作 成入 カサナ システムは民 博所 有 の標 本 画 像(カ ラー,勤f)と 属 性a7一タ,　IIRAFコード等 を本シスTA

に取 り込 むため の もの で あ る。 この ため,画 像 にっ い ては縮 小,圧 縮 処 理 を,属 性 チータに っ いて はSQL/DSフ ォーマット[1`L]

に変換 して,画 像 引タは 画像 記憶 装 置ア號ス・羽 ・シス払へ,そ して属 性 引タは検 索 処理 管 理サフ・シスTlaへ,各 々渡 され る。NRA

Fコードにっ い ては,現 在検 討 中 でづアージョン2の試験 シス私 で実現 す る。検 索 処理 サナ システムは,ユ ーサか らの検 索要 求 を受 け て,

それ を所 定 の検 素 言語 に翻 訳 し,関 係 チー気 一ス{SAI./DS)〔12】 に引 き渡 す処理 を行 な う。 き らに そ の結 粟 と してヒ外 し

たレコーF数r集 合演 算結果 として の新 しい表,候 補画像 の菰イ汐一等 をユイに提 示 し,画 像 引タ管理 表示サブ・システムに移 行 す る。

圃像 引タは,縮 小力気か カラー画 像 と圧縮 原 画像 として多 重階 層記 億 構造 に よ って蓄積 され,画 像記億 ア売ス・弱 ・システムに よ っ

て管 理 され て い る。画 像チータ管理 表示 サブ・淑 ヲムで は これ ら画 像 を多 層的 に 画像 表 示 し,ユ ーサに よる視 認 を支 援 す る。

　　 これ ら機能 を実現 す る ため のハード虹ア構 成(図7)は,獄 卜・コ泥 ユータと亦 ソ携 ・コ泥 ユータの併 用 に よるシス私 資源 の:有効利

用 並び にシステム性 能 の向上,お よび 個人ニルピ1一タ環 境 の提 供 を意 図 した垂 直 分散 型 のシステム構 成 で ある。 シス私 の 使 い易G,

機能 及 び拡張 性 を考 慮 してVM/CMS(仮 想 計 算機/会 話 型{ニター・システム)下,共 用 の ため のリラフィッケ表示 装 置(1BM5080),

画 像蓄積 の ため の磁気a7イスク(IBM3380)と 追記 型光rイ妙(SONY　 WDC-2000,　 won-3000,　 WDM-3LDO)1各 ユーサ用のバーソナか コ

ンビrタ(IBM5560-H)か ら成 る。 この 内,磁 気'Tiスケは 共用 の属 性 データベース(SQL/DS)用 でも あ る。

　　 現 在試 作中 のシがムはホスト部 とr一ソナル部 の2っ か ら成 る 。(図8)戯 卜部 は,バ ーソf1G・コ泌 ・一タ側 か らの要 求 に応 じてSQL/

DS上 のチ。タベースを検索 し,結 果を返 し た り,5080上 で画 像 を表 示,処 理 す るこ とを基 本 的 機能 とす る。 また,　SQL/DS上

のデータベース,表 示 用 画像 の作成 等 も行 な われ る。 これ らカ リラムはREXX,ア センカ ー,　PL!1,FORTRANで 記述 されて い る。一

方,ル ソナかコン臣 一タ側 での基 本的 機能 は,検 索 を行 な う上 で のユーサ・ar一舛 一ス・イ独 一フxイスで あ り,カ リラムは大 部分 がMS-Cで 記

述 され て い る。 なお,叡 トとのデータ,眼 罪 通信 は3270PCに よる。
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図6.誠 験システム

　　　基本機能構成。

図5、 誠験システムの基本概念図。

図7.試 験 シス テム基 本 ハ ー ドウエ ア構 成 。

図8。 試験 シス テム

　 　　 (ヴ ァ ージ ョ ン1)。

5-3.属 性 デ ータベ ース の構築

　 　 属 性データのデー舛 一スは,高 い 機能,使 い易 さ,シ ス私 の 拡張 性 等か ら関 係ヂータ卒ズ(SQL/DS)[121で 管 理 す る。 試験 用

のデータと して次 の2725点 の標 本画 像 を選択 し,そ の情 報fi-F'上の 属性T一 を試 験シズテムの対 象 とした 。っ ま り,刃 物 類389

点,容 器類759点,玩 具類920点,仮 面657点 で,こ の内 仮 面 は全 世 界の 民 族 を対 象 とした が,そ の他 に っ いて は東 一

東 南 一南アジアを対 象 と した。 これ らは,共 同 研究 の 協力 者 で あ る民 博 の民族 学 研 究 者 が 自 らの 研究 興 味 に基 づ い て選

択 され たも の で あ る。 これ ら属 性7一 項 目(標 本 番 号,0610-F,記 入者 ・記入 日,標 本 の種 類,現 地 名,訳 名,標 本

名,原 収集 者,原 収 集 者住所,収 集 年 月 日,収 集 地,使 用地,使 用 民族,使 用 年 代,使 用 者,製 作 年代,製 作 状況,

製 作 地,製 作者,製 作 法 ・材料,入 手 状 況,変 遷 ・分 布,文 献,添 付 資料 有無,そ の他)か ら標 本 番号,OVCコ 。ド,標

本 名,使 用 地,使 用 民族,使 用 者,用 途 ・使用 法 及 び製 作法 ・材 料 の8項 目を 当面 の試験 シス私 構築 の対 象 と した。

5-4.画 像 蓄積

　　 こ こでい う画 像 は,画 像 記憶 装 置功 セス・サブ・システムで 管理 され るも ので あ る。 この 内,多 層 画 像 表示 に用 いる縮 小カタ

ロワ・カラー画 像 は,カ ラー原 画 像(1024×1024×24ピ ット)を16kパ イト(128×128×8ピ外),64kパ イト(256×256×8ピ ッF),256k期 ト(512

×512×8ピット)に 縮 小 しCMSファイルとして磁 気 ヂィスクに 格納 す る。 これ らは,カ ラー・ル汐アップ・テー九 方 式 を用 い てコーK化された 画像

で,256k所 卜画 像 にっ いて は表 示時 の画質 を考慮 して エラJ-Tイフユージョン処 理 を施 して ある。一 方,圧 縮 処理 したカラー(256㎞ イト)

及 び9Vイの原 画 像ほ光arイスケに格納 され る 。3方 向 のグレイ原画 像 は,各 々128k所 卜(512×512×4ピ ット)に 圧 縮 され て い る。磁

気 ディスクと光7sx7の 用途 は異 な り,ア ケセス頻 度 が高 く,高 速 なJ7一タ転送 が必 要 な画 像表 示("多 層画 像 表 示")の た めの に

は縮 小力知 グ・茄 一画 像 を磁気rイスクに格納 す る。一 方,ア クセス頻 度 が高 くな く,十 タの転 送 速度 も高 速 きを要求 され ず,原 情

s



糧 を必 要 とす る表示 や処 理の た めに,大 容量 の原 画 像 を大 量 に格 納 す るアーカけと して光 ディスケを用 いる。 爽 示両 像の指 定

は 「傑 木藩 号」 に よって 行な われ る。

　　 光r'rxケに対 して は今 後大 き な期 待 が かけ られ て い るが,そ の実 用化 の めに は応 用 事 例 の積み 靖ね が必 要 と見 られ

る。特 に,光 ディスケの活用 を図 る ため の要点 はシステム内で の用 途 と十タ管 理 に ある もの と思 わ れ るr・木試 験 シスデムで け,光it

スケを共 用の た めの 大容 量の原 画 像弁 タのアーカィブと して応用 す る ため,書 込 可能 で メ似 ・フレー1,のチ呼ルに 直接 接続 する こ とが

必 須 であ る。 これ を効果 的 に活 用 す るため に は.以 下 の事項 に 考慮 を韮ノ、う必 要が あ る;1)牲 能(記 憶 容 吊,ギ ー,・アリセ

ス速度,デ ータ転送 速度),2)信 頼性(寿 命,弁 タ・エラー率,光 ディズケの 安定 性),3)擬 作 性(対 ン・1b-1,とのfンターフェ似,シ 万

ム拡張 性),4,経 済性(対 ピ外 ・コxF,シ ガ ム・コスト)。 また,引 タ管理 と して は,現 在の シスil,でtl,フ ァイル名,フ ァ佛型,か ト・

ゆ,輔 アド畝,セ 悼一・ナシル か ら成 る7iV1ト リーをCMS方 イルとして 磁気 ヂィカ上 に も たせ て い る。 光rス クに画 像 弁タをx　 込 む場

合,arイ のトリーを走査 して欝 き込 み済 の 最終 肋 ター番 号の 直後 に 書 き込 み,読 取 の 場合 ほ,☆ のトリーを 走査 してス聾卜・セ独一

ア防スと画 像J7一タのパイト数 に よって対 象 画 像が 読み 取 られ る。

5-5.検 索照 会処 理

　 　 ユーザは,端 末画 面上 に 表示 され た倹索 照会 入力 メニューに 対 して検 索 条 作,検.-3t対 象ヂー皇ベース名,結 果 出力 拶 劉一ズ名 を

入 力 す る と,シ ステムが これ ら検 索 要求 をSQL検 索 言 語[12]に 変換 して獄 ト・コ巧rタ のsoi/DSに 引 き渡 す。　SOLに おけ る照 会

77ンF6i,

　 　 　　 「sri.r:〔T　フィールF名　 FROM　 テー九名　 WIIERF,検 索条件 」 で ある。 ま た,検 索条 件 の内fi　t:k,同 一・倹 索項 日内,

與 な る検索 項fl問 で はそ れぞ れ次 の通 りであ る2

　 　 　　 「検 索項 目1LIRE　 '文 宇列a'　 OR　 検 索 項 目1　 LIKF.　 '文 宇 列b'　 OR　 .,.」

　 　 　　 「検索 項 目1LIKE・'文 字 列a'　 AND　 検 禦 項 日2　 LIKE　 '文 掌 列b'　 ANU　 ...」

　 　 この結 果,ま ず検,:結 果 と してヒ外 した因畔 数 が端 末画 面 上に 戻 され,㍗ ザほ これ を見 て属 性検 禦 を 継続3響るか,

「多 屑画 像 爽示 」へ 切 り換 え るか を決 定す る。属 性検 索 を継続 す る場 合,a-9は 直 前 の検 索 条件 を参 考に 新 な 検紫 条

件 を入力 す る こ とがtl;>Kる 。検 紫 は,指 定 きれ た文 宇 列マッチンヴに基 づ いて 行 なわ れ るn即 ち,各 ノィ沸 ド内 い一Rt指 定 き

れ た文字列 を もっか否 かスケリー⇒ リされ る。画 像表 示へ 切 り換 え る指示 が あ る と,S〔K./DS上 で斯 ‡婦一気 一ズが作 成 きれ,パ ー

ソ,ル・:1ンピ・一,へ軟 送 され る。

　 　 この様 に,検,:照 会 処理 は 日本 語 に よ るメニュー形 式 でSQLの 検,s　t照会 文SFLEt:T文 を意 識 させ ない入 力 方 式 を提 供 し

て,動 的 な 非定 型検 索(txF数 も非 定型)を 可 能 と してい る 。

一fi .画 像・衷示処理

　　 木試験 シズ私 では 「属 性 と画 像 の組み 合 わ せに よ る検 索 」 を実現 した 。 これは,属 牲 に よ る検,;に よ って,あ る程

度 までの数 に絞 った候補 の画 像 をディガ 回上 に表示 して,利 用 者 が実 際の両 像 を見 なが ら倹 索 を進め て い く方 式 であ る。

即 ナう,属 惟 で ほ 褒現仕 切 れな か った情 報 を,目 視に よ って補 お うとす る もの であ る。 そ のた めに は,多 様な 両 像表 示

が必 要 で,こ れ を 「多 層画 像 表示Jと 呼 び(図9),次 の よ うな表 示 機能 を持 っ 。

　　 モーFl　(概 観 用裏 示 》多 くの 画 像 を同… 両 面 上で概 観 で ぎる よ うに,縮 小 した両 像 を出 来 る か ぎ り多 く表 示 す る

　　 　　 (木 試験 シ彩 ムでは おk細 トの力知 リ・カラー両 像を24枚 表示)

　　 -F'L:(比 較 用 爽示)二 枚の 画 像 を比較 しなが ら検+:が 行 な える よ うに,ii-・gj面 ヒに二枚 の 画像(G4krifFの 力知 リ・

　　 　　 カり一両像)を 表 示 し,・一一方 を固 定 し{参 照画 像1他 方(比 較画 像)を 入 替 る。

　　 L-F3,巾1確 認 衷 示)画 漸上 に一 っ の画 像 を確 認の た めに表 示 す る。モイ3は 縮 小力知ザ・加 一両 像 を,モ イ4!幽t原画 像

　　 　　 (カラー及 びウレつ を表 示 す る。

　　 属 性 データは 一F1,2,3に お いて は適 当に選 択 した倍 を,モ ード4では全 て の値 を画 像 と ともに 爽示 し,視 認 に よ る検 索

を支援)'る 。 妄た,モ ード間 け 桐 互 に切 り換 え られ,検 紫 に 自由度 を 与 え る。'け こ,次 の補 助 機能 に よって 倹索 を効 果

的 に:支枢菱す る凸

　　 1)不 要 画 像放 棄機 能3モ ード1で不要 な 画像 は消 去 し残 りの画 像 をっ め直 し,手 動 に よ るツーディング様 の 機能 を提

　　 　　 　　 　 　　 　　 　 供 ♂る。

　　 2,入 替え㈱ 能:モ ード1では画 像 の表 示 位置 を入 替 れ,手 動 に よ るソーティング様機 能 を提 供fi%.〉,

　　 3)前 方 ・後 方 表示機 能:モ ードし2,3の いず れに お いて も表 示x71一ンの前 送 り と逆 戻 りが出 来 る。

　　 4)相 対 爽示 機能:複 数 枚 の画 像 を喪示 す る時,オ ブジxケトの大 き さに対 応 した棚対 爽示 を →'る。

　　 5)セ ーブ機能:候 補画 像 を外 部 記憶 装 置に 恪納 し,検 索 結 果 の保 存 と視 認作 業 の継 続 が出 来 る。

　　 モーF1,2,3の た めの画 像 は アクセス頻 度 のn'JCと 声 タ転 送速 度 の高 きが必 要 とCれ る こ とか ら,磁 気i1R7に 格 納 した縮

小珈 聖グ・カラー両 像 が使 われ,も ド4ではア魏 ス頻 度 や弁 タ転送 速度 よ りも表 示画 像 の画 質 が重 要 で ある こ とか ら,お の ず とヂー

タ夙が 大 き くな るため 光力 妙 に縮 納 され た原 画 像 が使用 ざれ る。
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図9.視 認支援のための多層画像表示。

6.今 後 の展開 　 一　 ヴ ァ ージ ョン2　 一

　　 既 存 の試験 システムを基 に現 在づアージョン2を構 築 中で あ る。特 にユイ ・イン外 フxfx,機 能,性 能 の向 上に 考慮 を払 って い る。ユー

サ・イ独一フェイスと して は,標 本の 画像 データとそ の属 性 で あ る文字 ・数 値a7一タをデータ亭 ス上 で統 一的 に取 り扱 うた めに オガ ェ外指 向

の 考 えを 取入 れアイカ,和 ブアッナ 露 ユ㍉ 賜 チウインドウ等に よる画 像チ汐準 スの視 覚 化 と.データ集 合 の分類 ・選択 を可能 とす る視覚 検

索 機能 を試み て い る。これ らは,IBM5560上 で実 現 され る もの で,高 画質 画 像表 示 装 置の 操 作も 管理 きれ る。機 能 の面 で

は.知 的検 索 機能 と高画 質画 像 の提 供 を主 として い る。画 像の 内容 検 索 は画 像 デー気 。ス特有 の課題 で あ り,形 状 と色 空間

の特 微 に基 づ いた検 索方 法 を検 討 して いる。即 ち,標 本画 像 の形状 を特徴 量鴎 の 情報 で記 述 し.ユつ の表 象 と妙チングさせ

る方 法;色 情 報 をLUV空 間 で の特 徴 量 として抽 出 ・記 述 し,例 示 提示 され た検索 対 象色 と比 較検 索 す る方 法等 を検 討 して

いる。また.民 族 学 特 有 な11一ラスを各 研 究 者が 使 える も のに すべ くシソーラス上 での 自由航行 の 実現 や,検 索 条 件 の手 続 き化

を通 して 各研 究 者 に とって の研 究ツ脇 の提 供 を 目指 してい る。さ らに,カ ラー・ルックアッブ・ラづルの最適 化 や 効率 的カラー画 像データ

圧縮 方 法 の開 発 を通 して 高画 質画 像 の表 示,高 速 転送 の実現,及 び複 数 ユーサが共 用資 源 を活 用す るた めのシス私管 理 の改

善 を考慮 しっっ,民 族学 研究 に とって性 能 と機能 が高 く,使 い易 い画 像データベ啄 の実 現 要因 を検 討 して い る。
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